
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

オ
ー
ブ
研
究
そ
の
後

　
　
　
　
講
師

　
ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　
　
　
　
川
崎 

利
男 

氏

2
0
0
6
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
日

本
サ
イ
科
学
会
全
国
大
会
で
の「
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
か
ら
5
年
半
が
経

ち
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
日
本
の
研

究
者
の
皆
様
の
精
力
的
な
オ
ー
ブ
研
究

は
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
や
は
り
長
年
オ
ー
ブ
研
究
を

継
続
さ
れ
て
い
る
二
人
の
先
生
に
御
講

演
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
、
最
近
の
オ
ー
ブ
研
究
の
進
展

を
皆
様
も
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
以
下
内
容
ご
紹
介
）

日
時　

平
成
24
年
4
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

「�

オ
ー
ブ
現
象
と
こ
れ
ま
で
の

歩
み
」

　
　
　
　
講
師

　
ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）

今
回
は
、
オ
ー
ブ
現
象
研
究
を
手
掛

け
て
、
約
8
年
経
過
し
ま
し
た
現
在
、

ま
た
、
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
始
ま

り
ま
し
た「
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
」

に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ブ
現
象

報
告
と
研
究
内
容
の
発
表
を
振
り
返
り

ま
し
て
、
お
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
オ
ー
ブ
現
象
と
は
、
い
っ
た
い
何
な

の
か
」。
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
を
振
り

返
り
ま
し
て
、
何
を
ど
う
伝
え
れ
ば
良

い
の
か
、
常
に
、
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
目
に
は
見
え
な
い
現

象
」
に
つ
い
て
、
一
般
の
方
々
か
ら
の

ご
意
見
お
よ
び
見
解
を
も
お
聞
き
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
著

者
の
力
量
不
足
も
一
因
し
て
か
、
8
年

経
過
し
ま
し
た
現
在
も
、
こ
れ
と
い
っ

た
内
容
評
価
や
成
果
も
得
ら
れ
て
い
な

い
、
そ
の
現
況
に
大
き
な
反
省
を
も
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
も
私
な
り
に
、
こ
の
オ
ー
ブ
現

象
を
探
求
し
て
い
ま
す
が
、
視
野
を
広

◎�

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

※�

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

※�

今
回
同
封
致
し
ま
し
た
別
紙
で
も
お

願
い
致
し
ま
し
た
が
、
3
月
で
2‌

0
 

1‌

1
年
度
が
終
了
し
、
4
月
か
ら
新

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
サ
イ
科

学
会
は
会
員
の
皆
様
の
会
費
で
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
世
の
中
が
不
景

気
の
時
期
に
ご
負
担
を
か
け
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
会
費
に
よ
る

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
四
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎�

指
尖
脈
波（
カ
オ
ス
解
析
）法
に
よ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
計
測
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め
る
意
味
か
ら
、
現
在
は
、
海
外
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
ま
し
て
、
各
国

の
興
味
と
関
心
を
持
つ
方
々
と
の
意
見

交
換
を
通
し
て
、
こ
の
オ
ー
ブ
の
観
想

に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
海
外
か
ら
の
オ

ー
ブ
現
象
評
価
を
交
え
な
が
ら
、
こ
の

現
象
の
意
味
合
い
、
ま
た
、
海
外
で
は

ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
現
象
な
の
か
を

お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ロ
ン
薄
葉
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

英
国
政
府
公
認　

英
国
心
霊
協
会　

準
ヒ
ー
ラ
ー
。
日
本
サ
イ
科
学
会　

評

議
員
。
オ
ー
ブ
現
象
研
究
家
、
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
家
、
気
功
施
術
師（
覇
気

導
引
功
修
得
）

栃
木
県
大
田
原
市
生
ま
れ
。
平
成
2

年
ま
で
は
、
大
手
外
食
産
業
の
会
社
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
務
、
主
に
フ

ー
ド
関
係
の
仕
事
に
従
事
。
突
然
の
天

命
を
授
け
ら
れ
て
神
秘
な
る
意
識
の
覚

醒
が
始
ま
る
。
以
後
、
精
神
世
界
へ
と

導
か
れ
、
現
在
も
英
国
の
心
霊
協
会
と

の
親
睦
に
よ
り
、
国
内
で
ヒ
ー
ラ
ー
と

し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
活
動
と
普
及
推
進
に

力
を
注
ぐ
。
現
在
は
、
オ
ー
ブ
現
象
研

究
を
手
掛
け
な
が
ら
、
主
に
気
・
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
お

よ
び
次
元
問
題
を
研
究
探
索
中
。
地
元

活
動
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
に
健
康
予

防
法
と
し
て
の
気
功
指
導
を
実
践
中
。

「�

オ
ー
ブ
観
察
7
年
間

　
そ
の

傾
向
と
残
さ
れ
た
課
題
」

　
　
　
　
　
講
師

　
川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

◎
オ
ー
ブ
は
霊
魂
か
?

私
が
初
め
て
オ
ー
ブ
を
撮
影
し
た
の

は
7
年
前
、
和
光
市
陸
上
自
衛
隊
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
軍
歌
祭
会
場
で
し
た
。

英
霊
の
霊
魂
か
と
言
う
疑
問
が
強
く
湧

い
て
き
ま
し
た
。
何
と
か
科
学
的
な
解

明
が
出
来
な
い
か
。
そ
れ
に
は
数
多
く

の
標
本（
オ
ー
ブ
写
真
）
を
集
め
て
全

体
像
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
だ
。
そ
れ

と
、
自
宅
前
の
十
字
路
で
の
定
点
観
測

で
す
。
毎
夜
8
時
に
東
西
南
北
そ
し
て

天
頂
と
合
計
約
50
枚
撮
影
。
平
均
的
に

5
%
の
確
率
で
オ
ー
ブ
を
撮
影
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
安
全
指
導
の
各
企
業
の
職

場
で
、
町
内
会
の
盆
踊
り
で
、
カ
ラ
オ

ケ
会
場
で
と
、
出
か
け
た
先
で
撮
影
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
オ
ー
ブ
は
賑
や

か
な
と
こ
ろ
で
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る

事
が
再
現
性
を
持
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

◎
煙
状
物
質
は
オ
ー
ブ
の
母
体
か
?

冬
期
、
定
点
撮
影
の
際
、
も
や
も
や

と
し
た
煙
状
物
質
が
撮
影
で
き
る
時
が

あ
り
ま
す
。
世
間
で
は
、
こ
れ
は
オ
ー

ブ
の
母
体
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
誰
も
そ
の
証
拠
写
真
は
撮
影
し
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
2
月
5
日
、
オ
ー
ブ
誕
生
の
瞬

間
を
撮
影
で
き
ま
し
た
。
当
日
ご
覧
頂

き
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
川
崎
利
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
4
年
1
月
生
ま
れ
。
芝
浦
高
等

工
学
校
化
学
科
卒
。
T
D
K（
株
）
で

研
究
・
製
造
・
安
全
環
境
保
全
を
各
10

年
間
勤
務
。
定
年
後
、（
有
）
日
本
V
M

セ
ン
タ
ー
設
立
。
大
小
企
業
の
現
場
安

全
・
V
M
指
導
を
25
年
間
展
開
、
今
日

に
至
る
。
平
成
18
年
4
月
サ
イ
科
学
会

入
会
。
平
成
22
年
7
月
マ
ー
ジ
ナ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
賞
受
賞
。
趣
味
・
家
庭
菜
園
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
4
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
西
洋
医
学
の
祖
。

品
川
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
、
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
!　

激
動
の
2
0
1
2
年

で
如
何
に
健
康
を
保
つ
か
?　

皆
さ
ん
、

健
康
第
一
で
い
き
ま
し
ょ
う
!

日
時　

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0‌

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
・

国
際
ヒ
ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❷●



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言

　
　
　
　
講
師

　
桜
井 
喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
24
年
3
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
は
な
し

　
―
活
性
水
・
機
能

水
と
は
、
そ
の
生
体
へ
の
作
用
、

水
の
つ
く
こ
と
ば
な
ど
―

　
　
　
　
講
師

　
久
保
田 

昌
治 

氏

日
時　

平
成
24
年
4
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
予
告

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経

の
探
検

　
　
　
　
　
講
師

　
徳
永 
康
夫 

氏

科
学
で
は
ま
だ
正
体
が
掴
め
て
い
な

い「
命
」
と
い
う
も
の
を
、
宗
教
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
難
解
な
哲
学
的
解

説
で
も
な
く
、
具
体
的
に
分
か
り
易
く

科
学
的
に
皆
様
と
ご
一
緒
に
探
検
し
て
、

解
明
し
ま
す
。

人
間
と
宇
宙
は
ど
ち
ら
も
二
重
構
造

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
人
間
は「
肉

体
」
と「
本
質
の
生
命
体
」
の
二
重
構

造
。
宇
宙
は「
こ
の
世
」
と「
あ
の
世
」

の
二
重
構
造
。
そ
し
て「
肉
体
」
は「
こ

の
世
」
に
属
し
、「
本
質
の
生
命
体
」
は

「
あ
の
世
」
に
属
し
て
い
た
の
で
す
。

何
だ
、
宗
教
だ
、
と
勘
違
い
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
真

実
だ
っ
た
の
で
す
。
最
先
端
の
量
子
力

学
の
一
部
も
ほ
ぼ
近
く
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
2
5
0
0

年
前
の
般
若
心
経
は
と
っ
く
に
こ
の
事

実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
科
学
を
超
え
て
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の「
命
」
に
、
不
思
議
な
超
微

小
生
命
体
の「
ソ
マ
チ
ッ
ト
」
が
、
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
の
情
報
を

皆
様
に
す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

●
徳
永
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
九
州
大
学
法
学
部
卒
。

50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、
東
洋
医
学
、

ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
物

理
、
生
物
学
、
天
文
学
、
量
子
力
学
、

釈
迦
の
経
典
、
新
約
・
旧
約
聖
書
の
研

究
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な
ど

を
独
学
。
2
0
0
4
年
日
本
ソ
マ
チ
ッ

ト
学
会
設
立
に
参
画
、
理
事
に
就
任
。

2
0
0
8
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
発
見
者
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
を
カ
ナ
ダ
に
訪
問
。

N
P
O
統
合
医
療
臨
床
情
報
セ
ン
タ
ー

理
事
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
㈱
恒

常　

代
表
取
締
役
。
著
書
に『
命
の
不

思
議
探
検
』
が
あ
る
。

日
時　

平
成
24
年
5
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
報
告

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
　
講
師

　
鈴
木 

俊
輔 

氏

こ
ち
ら
の
映
像
は
2
0
0
8
年
制
作

の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
「
2
0
1
2
」
で
す

が
、
今
年
の「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
」

の
津
波
を
暗
示
す
る
映
像
が
出
て
来
ま

●❸ ●



す
。物

質
文
明
の
崩
壊
の
ポ
イ
ン
ト
は
2

0
0
1
年
の
米
国
「
9
・
11
ツ
イ
ン
タ

ワ
ー
の
崩
壊
」
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
新
し
い
文
明
の
幕
開
け
を

暗
示
さ
せ
る
の
が
、「
3
・
11
東
日
本

大
震
災
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。「
9
1
1
+
3
1
1
」
の
計
算
を

し
ま
す
と
、
な
ぜ
か
「
1
2
2
2
」
と

い
う
奇
妙
な
数
字
が
出
て
来
ま
す
。
奇

妙
な
数
字
と
い
い
ま
す
と
、
私
の
生
年

1
9
4
7
年
の
下
二
桁
「
47
」
と
今
年
の

誕
生
日
の
年
齢
「
61
」
を
加
え
ま
す
と
、

「
1
1
1
」
と
い
う
数
字
が
出
ま
す
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
生
年
の
下
二
桁
と
今
年

の
年
齢
を
加
え
て
も
、
全
員
「
1
1
1
」

に
な
る
の
で
す
。
今
年
は
1
が
3
つ
並

ぶ「
ス
タ
ー
ト
の
年
」
を
暗
示
し
て
い
ま

す
。東

日
本
大
震
災
の
直
後
、
現
地
の
映

像
で
コ
ン
ビ
ニ
に
人
々
が
長
い
列
で
整

然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
余
震
で

揺
れ
た
棚
か
ら
菓
子
パ
ン
が
落
ち
た
の

を
、
小
さ
な
女
の
子
が
拾
っ
て
元
の
棚

に
戻
し
た
映
像
も
世
界
中
に
放
映
さ
れ
、

日
本
人
の
秩
序
正
し
さ
が
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
千
葉
の
田
舎
で
は
、

停
電
で
信
号
機
が
つ
か
な
く
な
っ
た
と

き
に
、
地
元
の
爺
さ
ん
婆
さ
ん
が
物
干

し
竿
に
布
を
巻
き
付
け
て
、
交
通
整
理

を
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。も

し
日
本
に
こ
う
い
っ
た
地
震
が
な

か
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
達
は
相

変
わ
ら
ず
飽
食
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
地
震
に
よ
り
一
億
三
千
万
の

人
間
が
こ
の
被
災
地
に
向
け
て
、「
さ
あ

こ
れ
か
ら
だ
、
頑
張
ろ
う
ぜ
!　

皆
手

を
取
り
合
っ
て
行
こ
う
ぜ
!　

立
ち
上

が
ろ
う
ぜ
!

」
こ
う
い
う
誓
い
の
思
い

を
皆
さ
ん
が
集
中
さ
れ
た
の
で
す
。
日

本
人
が
粛
々
と
し
て
、
列
を
乱
さ
ず
、

大
声
を
上
げ
ず
、
略
奪
も
せ
ず
、
何
と

か
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
映
像
が
全
世

界
に
流
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
も
し
こ

の
地
震
が
他
の
国
で
起
こ
っ
て
い
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
?　

や
は
り
日
本
で
起

こ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

大
地
震
、
大
津
波
、
原
発
事
故
の
ト

リ
プ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
な
け
れ
ば
、
相

変
わ
ら
ず
我
々
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
、

飽
食
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

不
思
議
な
も
の
で
日
本
と
い
う
国
は
、

広
島
と
長
崎
の
原
水
爆
を
人
類
最
初
に

体
験
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た

こ
こ
で
原
子
力
発
電
の
恐
ろ
し
さ
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
か
日
本

人
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
先
駆
け
で
や

ら
さ
れ
て
い
る
感
が
し
な
い
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
日
本
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
小

さ
な
山
に
で
も
神
社
や
祠（
ほ
こ
ら
）が

あ
り
ま
す
。
常
に
感
謝
す
る
民
族
で
あ

り
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
は
伊
勢
神
宮

と
出
雲
大
社
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
遷
宮

さ
れ
ま
す
。
日
本
列
島
は
世
界
の
雛
形

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

田
村
珠
芳
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
富

士
山
の
御
祭
神
で
あ
る
木
花
咲
耶
姫

（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
日
本
は
世
界
を
救
う
担
い

手
で
そ
の
責
任
が
あ
る
。
日
本
人
は
誠

実
、
勤
勉
、
和
の
心
な
ど
の
特
徴
を
も

つ
。
神
界
は
困
難
を
体
験
さ
せ
、
そ
の

目
覚
め
を
助
け
る
。
数
年
、
地
震
、
洪

水
が
現
れ
、
そ
れ
が
魂
の
浄
化
に
作
用

す
る
。
人
々
は
愛
し
合
い
、
富
は
独
占

で
は
な
く
、
分
か
ち
合
う
世
の
中
に
変

わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
物
金
の
世
は

直
に
崩
壊
し
、
宇
宙
と
の
交
流
が
始
ま

る
が
、
そ
の
前
に
大
き
な
浄
化
が
あ
る
。

そ
し
て
日
本
の
意
識
と
技
術
が
貧
し
い

国
々
を
救
う
。」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
食
卓
は
季
節
を
い
た
だ
く
の

で
す
が
、
味
噌
汁
、
醤
油
、
漬
物
、
納
豆
、

日
本
酒
な
ど
発
酵
食
品
を
よ
く
食
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
放
射
能
の
体
内
汚
染

の
排
出
を
助
け
る
そ
う
で
す
。

ま
た
日
本
語
の
清
音
五
十
音
の
言
霊

は
現
象
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。人

と
は「
霊
止
」
と
書
い
て
、「
ひ
と
」

と
読
み
ま
す
。
こ
れ
が
古
神
道
上
で
の

考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
命
と
体
と
心
の

三
位
一
体
が
あ
っ
て
初
め
て「
霊
止
」
が

形
成
さ
れ
る
わ
け
で
す
。「
命
」
は
周
り

を
照
ら
す
の
で
、
ま
さ
し
く
「
鏡
」で
あ

り
、「
体
」
と
は
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
、

た
ち（
太
刀
）
さ
ば
き
判
断
す
る
の
で
、

ま
さ
に
「
剣
」
で
あ
り
、「
心
」
と
は
喜

怒
哀
楽
で
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
の
で
、
ま

る
で「
勾
玉
」で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

私
達
「
ひ
と
」
の
中
に
は「
鏡
、
剣
、
勾

玉
」
の
三
種
の
神
器
が
収
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
、
言
葉
は
光

な
り
、
光
は
神
な
り
」
と
い
う
文
章
が
、

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
一
章
一
節
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の「
言
葉
」
は

“
宇
宙
創
造
神
”
の
意
識
と
解
釈
し
て

よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
「
言
霊（
こ
と
だ
ま
）」
と
い

う
の
は
、
私
が
今
マ
イ
ク
で
皆
さ
ん
に

空
気
振
動
で
耳
の
鼓
膜
を
揺
す
ら
せ
な

が
ら
、
同
時
に
私
の
意
識
を
意
識
波
動

と
一
緒
に
入
れ
て
い
ま
す
。
意
識
波
動

と
空
気
振
動
と
い
う
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー

● ❹●



と
一
体
に
な
っ
て
い
る
生
命
現
象
は「
言

霊
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

“
宇
宙
創
造
神
”
の
最
初
の
意
識
・
思

念
か
ら
生
命
体
が
生
ま
れ
、
同
時
に
万

物
万
象
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
こ
こ
で

重
要
な
こ
と
は
、
私
達
は
こ
の
神
様
の

子
供
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

自
身
の
心
に
向
か
っ
て
嘘
を
つ
け
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
私
達
が
神
の
子
で
あ
る

か
ら
で
す
。“
宇
宙
創
造
神
”
の
思
念
か

ら
万
物
万
象
、
生
命
系
一
切
を
造
り
だ

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
末
裔
で
あ
る
私

達
自
身
が
万
物
万
象
を
造
り
出
す
能
力

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
最
も
言
い

た
い
の
で
す
。
実
は
こ
こ
が
皆
さ
ん
の

研
究
し
て
お
ら
れ
る
「
サ
イ
」
と
関
連
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

意
識
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
り
ま

す
。
10
の
マ
イ
ナ
ス
33
乗
セ
ン
チ
メ
ー

タ
ー
の「
プ
ラ
ン
ク
長
」
以
下
の
世
界
は

粒
子
性
は
な
く
、
ま
さ
し
く
そ
こ
は
私

達
の
意
識
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
意
識
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
私
達
の
意
識
が
こ
の
物
理

空
間
に
向
か
っ
て
、
言
霊
を
発
し
て
空

気
振
動
と
共
に
一
体
に
な
っ
た
言
霊
の

発
言
そ
の
も
の
が
現
象
を
造
り
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
つ
い
こ
の
間
、
質

量
が
若
干
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
光
に

は
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
意
識

に
も
重
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
象
を

造
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
す
。
私
達
は

目
を
つ
ぶ
っ
て
情
景
を
思
い
出
す
こ
と

は
可
能
で
す
。
例
え
ば
目
を
つ
ぶ
っ
て

京
都
の
桜
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
京
都
の
桜
と

い
う
映
像
を
認
識
す
る
、
つ
ま
り
光
を

見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は

眼
球
を
通
さ
ず
し
て
、
意
識
で
光
を
造

る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
意
識
、
す
な
わ
ち
光
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
両
方
と

も
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

“
宇
宙
創
造
神
”
と
い
う
の
は
、
こ
の

大
宇
宙
を
創
っ
た
何
か
見
え
な
い
神
様

だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
私
は“
神
様
”
と

い
う
の
は
目
の
前
に
ス
ト
ー
ン
と
出
て

き
た
ら
、
神
様
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

目
に
見
え
る
そ
の
ま
ま
で
出
て
き
た
と

し
た
ら
、
三
次
元
で
す
。
三
次
元
の
と

こ
ろ
に
出
て
き
た
方
は
、
も
う
神
様
で

は
な
く
、
我
々
と
同
体
な
ん
で
す
。
で

す
か
ら
“
神
”
と
い
う
の
は
常
に
感
じ

る
、
心
の
中
で
も
っ
と
高
次
な
存
在
な

の
で
感
ず
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
こ
の
大
宇
宙
を
創
ら
れ
た
方

と
い
う
の
は
、
す
べ
て
を
超
え
た
非
常

に
素
晴
ら
し
い
方
で
す
。

私
達
は
こ
の
地
球
上
に
自
分
自
身
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
不
思
議

に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
す
ら
、
奇
跡
だ
と
思
い

ま
す
。
地
球
は
3
6
5・2
4
2
日
か
か

っ
て
、
太
陽
の
周
り
を
廻
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
系
の
一
番
外
側
の
方
を
廻
っ
て
い

る
冥
王
星
は
2
6
0
年
か
か
っ
て
太
陽

を
一
周
し
て
い
ま
す
。
そ
の
巨
大
な
太

陽
系
を
一
円
玉
の
大
き
さ
と
し
ま
す
と
、

我
々
の
太
陽
系
の
あ
る
銀
河
の
大
き
さ

は
日
本
列
島
の
本
州
の
大
き
さ
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
か
ら
比
べ
る
と
我
々
自
分
自
身

は
実
に
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
あ
り
、
ま

た
奇
跡
的
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
厳
と
し
て
こ
こ
に
生
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
我
々
は
宇
宙
か
ら
選
ば
れ

て
存
在
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
の
事
実
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
、
自

分
は
ど
う
生
き
た
ら
い
い
か
を
常
に
考

え
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
通
り
、

人
間
は“
宇
宙
創
造
神
”
の
末
裔
で
す
。

従
っ
て
生
き
る
目
的
は
何
か
と
い
う
と
、

「
わ
く
わ
く
、
生
き
生
き
、
キ
ラ
キ
ラ
と

生
き
る
」
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
心
が
ま
ず
現
象
を
造
り
ま
す
。

従
っ
て
環
境
を
変
え
る
の
は
あ
る
意
味

簡
単
で
す
。
自
分
の
心
を
変
え
れ
ば
い

い
か
ら
で
す
。
相
手
を
変
え
る
の
だ
っ

た
ら
、
自
分
を
変
え
れ
ば
い
い
か
ら
で

す
。
悲
し
い
環
境
と
い
う
ふ
う
に
自
己

認
識
す
れ
ば
、
環
境
は
悲
し
く
な
り
ま

す
。
い
や
楽
し
い
環
境
だ
と
意
識
が
シ

フ
ト
し
ま
す
と
、
現
象
が
変
わ
り
ま
す
。

想
念
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
物
質
化
す
る

の
で
す
。
私
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

発
見
し
た
式 E

=
m
c

2 

の
E
は
意
識
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
ま
す
。

そ
れ
が
質
量
m
を
生
み
出
す
の
だ
と
い

う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
想
念
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
宇
宙
法
則
に
従
い
調
和
的
建

設
的
に
集
中
固
定
化
す
る
と
、
物
質
化

現
象
化
し
ま
す
。
そ
れ
を
私
は「
言
霊

量
子
論（
こ
と
だ
ま
り
ょ
う
し
ろ
ん
）」

と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
空
海
は
そ
れ
を
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「
声
字
即
実
相（
し
ょ
う
じ
そ
く
じ
っ
そ

う
）」
と
い
う
表
現
を
し
ま
し
た
。

私
達
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
か

と
申
し
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん「
う
き
う

き
、
わ
く
わ
く
、
こ
の
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
生
き
て
い
る
」
わ
け
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
必
ず
そ
こ
に
落
と
し
穴
が

あ
り
ま
す
。
進
化
す
る
た
め
に
は
、
必

ず
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
執

着
」
で
あ
り
ま
す
。「
人
よ
り
も
も
っ
と

物
を
も
ら
い
た
い
」、「
人
よ
り
も
も
っ

と
も
っ
と
美
し
く
な
り
た
い
」、「
人
よ

り
も
も
っ
と
も
っ
と
儲
け
た
い
」
と
い

う
よ
う
な
執
着
心
が
、
心
の
ス
パ
イ
ラ

ル
ア
ッ
プ
を
押
し
と
ど
め
て
し
ま
う
の

で
す
。

「
幸
福（
し
あ
わ
せ
）」
と
い
う
の
は
、

「
喜
び
」で
あ
り
、「
感
動
」で
あ
り
、「
心

の
充
実
」
で
あ
り
、「
感
謝
」
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
4
つ
を
合
わ
せ
て「
四
合
わ
せ
＝

幸
福
」
と
な
り
ま
す
。
私
達
は
幸
福
を

造
り
出
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
私
達
は
神
様
か
ら
今
存
在
さ
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
幸
福
を
造
り
出
す

の
が「
運
命
」
で
あ
り
ま
す
。「
い
の
ち

を
運
ぶ
」
と
書
い
て
、「
運
命
」
と
な
り

ま
す
。
運
命
を
良
質
な
も
の
に
変
え
て

い
く
の
が
、「
使
命
」
で
あ
り
ま
す
。
幸

福
を
造
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
来
の
使

命
な
の
で
す
。

私
達
が
味
方
に
つ
け
た
い
の
は
、
家

族
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
で
あ
り
、

会
社
の
社
長
で
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
味
方
に
つ
け
た
い
の
は
大
宇
宙
で
す
。

も
し
大
宇
宙
を
味
方
に
つ
け
れ
ば
、
一

切
大
丈
夫
で
あ
り
、
最
強
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
私
達
は
宇
宙
の
心
に
な
れ

ば
い
い
の
で
す
。

私
達
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
戴
い
て

い
ま
す
が
、
太
陽
か
ら
請
求
書
が
来
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
気
も
水
も
地

球
か
ら
無
料
で
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
「
光
と
熱
」「
空
気
」「
水
」の

命
の
三
要
素
は
す
べ
て
無
料
な
の
で
す
。

す
べ
て
見
返
り
が
な
く
与
え
る
の
が
宇

宙
の
心
な
の
で
す
。

宇
宙
を
肯
定
す
る
言
霊
の
一
つ
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
あ
る
い

は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

い
う
言
葉
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
霊
は
、
我
々
が
宇
宙
に
存
在
す
る

こ
と
の「
有
り
難
し
」か
ら
来
て
い
ま
す
。

従
っ
て「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
い
う
言
霊
が
、
宇
宙
の
心
と
同
調
し

ま
す
。
我
々
が
与
え
ら
れ
た
環
境
一
切

を
、
受
け
入
れ
る
、
あ
る
い
は
認
め
る

と
い
う
心
の
作
用
は
、「
愛
と
感
謝
」
そ

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
生
に
一
切
無
駄
な
こ
と
な
ど
何
一

つ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
進
化
の
ハ
ー

ド
ル
と
な
り
、
す
べ
て
か
ら
学
ぶ
と
い

う
こ
と
で
す
。
愛
と
感
謝
が
あ
れ
ば
、

宇
宙
の
法
則
と
共
鳴
し
て
、
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
体
内
に
流
入
し
ま
す
。
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
内
に
流
入
し
ま
す
と
、

心
の
充
実
、
喜
び
が
あ
り
、
健
康
そ
の

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
健
康
そ
の

も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
ま
た「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
う
言
霊

を
大
宇
宙
に
発
し
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ク

ル
が
繰
り
返
し
ま
す
。

従
っ
て
、
日
本
語
の
最
強
の
祝
詞（
の

り
と
）
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
十
文
字
な
の

で
す
。
何
か
困
っ
た
と
き
に
、「
あ
ま
て

ら
す
お
お
み
か
み（
天
照
大
神
）」
の
十

文
字
で
も
い
い
の
で
す
が
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
方
が
、
も
っ
と
最

強
に
な
り
ま
す
。

幸
福
に
な
る
ス
パ
イ
ラ
ル
は「
感
謝

の
言
葉
、
肯
定
的
な
言
葉
を
使
う
」
で

す
が
、
そ
の
反
対
の
不
幸
に
な
る
ス
パ

イ
ラ
ル
は
簡
単
で
す
。「
汚
い
言
葉
を
使

う
」、「
一
切
を
否
定
す
る
」、「
目
の
前

の
現
象
を
否
定
す
る
」こ
と
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
報
告

心
霊
現
象
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
講
師

　
小
林 

信
正 

氏

心
霊
研
究
の
発
端
は
1
8
4
8
年
、

ア
メ
リ
カ
の「
ハ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
事
件
」
か

ら
で
す
。
こ
の
事
件
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
一
寒
村
ハ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
の
借
家

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
フ
ォ
ッ
ク
ス
一

家
が
、
夜
毎
ラ
ッ
プ
音
や
家
具
な
ど
が

動
く
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
に
悩
ま

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
や
が
て

姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
妹
の
ケ
テ
ィ
が
、

目
に
見
え
な
い
者
と
交
信
す
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
地
下
室
や
壁
か
ら
人
骨

が
発
見
さ
れ
、
交
信
相
手
は
霊
魂
に
違

い
な
い
と
い
う
噂
が
拡
が
り
、
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、
騒
ぎ
が
拡
が
り
ま

し
た
。
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

著
名
な
探
偵
小
説
家
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル

や
高
名
な
科
学
者
に
よ
る
心
霊
研
究
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
も
心
霊
研

究
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で
の
心
霊
研
究
の
草
分
け
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
福
来
友
吉
博
士
で
し

た
。
福
来
博
士
は
人
間
に
は
科
学
の
常
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識
を
越
え
た
能
力
が
あ
る
と
考
え
、
明

治
四
十
年
代
か
ら
透
視
能
力
者
の
御
船

千
鶴
子
や
透
視
・
念
写
能
力
を
も
つ
長

尾
郁
子
を
被
験
者
に
研
究
を
続
け
ま
し

た
が
、
二
人
の
不
幸
な
死
が
あ
り
、
福

来
博
士
も
大
学
を
追
わ
れ
る
身
と
な
り

ま
し
た
。

大
正
時
代
に
心
霊
科
学
研
究
会
を
発

足
し
た
浅
野
和
三
郎
は
、
多
く
の
傑
出

し
た
物
理
霊
媒
を
見
い
だ
し
、
物
質
化

現
象
や
霊
界
交
信
な
ど
数
々
の
実
験
に

挑
み
ま
し
た
が
、
昭
和
12
年
志
な
か
ば

に
し
て
、
世
を
去
り
ま
し
た
。

背
後
霊
団
と
は
、
霊
界
に
い
る
霊
魂

達
が
現
世
の
個
人
や
団
体
の
使
命
の
た

め
に
護
ろ
う
と
す
る
意
思
を
も
つ
霊
的

な
存
在
で
、
守
護
霊（
霊
界
の
先
祖
霊

で
守
護
す
る
役
の
霊
魂
）、
指
導
霊（
職

業
や
趣
味
の
技
術
面
で
指
導
す
る
霊

魂
）、
支
配
霊（
職
業
上
で
人
を
指
導
し

た
経
験
の
あ
る
霊
魂
）、
補
助
霊（
先
祖

霊
で
現
界
と
霊
界
の
仲
介
を
す
る
霊
魂
）

が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
背
後
霊
団
の
高

級
霊
団
と
通
じ
る
と
運
勢
が
良
く
な
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

低
級
霊
と
し
て
の
未
浄
化
霊
と
は
、

浮
遊
霊（
事
故
な
ど
で
死
を
認
め
ず
、

幽
界
で
さ
ま
よ
う
霊
魂
）、
自
縛
霊（
こ

の
世
に
執
着
し
て
い
る
霊
魂
）、
地
縛
霊

（
特
定
の
場
所
に
執
着
し
て
い
る
霊
魂
）、

憑
依
霊（
人
に
未
浄
化
霊
が
憑
い
た
も

の
）が
あ
り
ま
す
。
ま
た
因
縁
霊
は
、
土

地
・
家
屋
、
骨
董
・
刀
剣
・
人
形
等
、
先

祖
か
ら
の
因
縁
、
前
世（
カ
ル
マ
）か
ら

の
因
縁
か
ら
生
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

怨
霊
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
菅
原

道
真
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
京
都

に
北
野
天
満
宮
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

私
は
オ
ー
ブ
に
も
非
常
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
昔
か
ら
霊
魂
が
玉
と
し
て

見
ら
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
1‌
9 

9‌

6
年
に
私
は
ビ
デ
オ
で
、
動
く
オ
ー

ブ
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
私
は
ア
メ
リ

カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
物
理
学

者
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
と

仲
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
博
士
は
オ
ー

ブ
を
霊
放
射
の
姿
で
、
高
度
に
進
化
し

た
知
性
的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

接
死
体
験
と
は
、
死
期
の
迫
っ
た
人

が
既
に
亡
く
な
っ
た
親
族
や
友
人
な
ど

を
、
あ
た
か
も
目
の
前
で
見
え
て
い
る

か
の
よ
う
な
意
識
状
態
を
い
い
ま
す
。

体
外
離
脱
は
魂
の
緒
が
切
れ
る
と
亡

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の

母
親
の
臨
終
の
と
き
に
、
霊
感
の
あ
る

私
の
娘
と
家
政
婦
さ
ん
が
、
母
の
魂
が

頭
か
ら
抜
け
て
天
井
に
い
る
こ
と
を
証

言
し
た
実
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
臨
死

体
験
は
、
安
ら
ぎ
・
幸
福
感
、
体
外
離

脱
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
、
光
り
輝
く
世

界
、
過
去
の
思
い
出
し
、
超
越
者
や
死

ん
だ
親
族
と
の
再
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
過

去
世
と
い
う
か
カ
ル
マ
の
影
響
に
よ
っ

て
今
日
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
す
が
、

因
果
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
言
い

ま
す
。
霊
能
者
の
先
生
、
中
に
は
イ
ン

チ
キ
の
方
も
お
り
ま
す
が
、
本
物
の
霊

能
者
は
、
先
祖
か
ら
の
因
縁
な
の
か
、

前
世
か
ら
の
カ
ル
マ
な
の
か
、
死
霊
に

よ
る
霊
障
か
、
生
き
霊
に
よ
る
災
い
か
、

神
仏
の
祟
り
か
、
土
地
の
因
縁
か
、
魂

の
萎
縮（
す
な
わ
ち
「
霊
障
だ
と
の
思

い
込
み
」
で
す
が
、
こ
れ
が
か
な
り
多

く
8
割
く
ら
い
い
ま
す
）、
自
己
の
所
行

（
自
分
の
蒔
い
た
種
）
か
、
を
鑑
定
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◎
運
命
を
良
く
す
る
に
は

神
仏
に
対
し
て
は
敬
う
心
が
大
切
で

す
し
、
先
祖
霊
に
対
し
て
は
供
養
が
必

要
で
す
。
子
孫
の
た
め
に
は
善
行
を
積

み
禍
根
を
残
さ
な
い
、「
積
善
の
家
に
必

ず
余
慶（
よ
け
い
＝
幸
福
）
有
り
、
積
悪

の
家
に
は
必
ず
余
殃（
よ
お
う
＝
災
難
）

有
り
。」
と
い
う
中
国
の
故
事
成
語
が
あ

り
ま
す
。
要
す
る
に
自
分
が
蒔
い
た
種

の
通
り
の
花
が
咲
く
、
そ
れ
は
自
分
自

身
の
行
い
を
正
せ
ば
、
子
孫
も
良
く
な

る
し
、
自
分
自
身
の
運
勢
も
良
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

生
き
霊
に
対
し
て
は
相
手
に
恨
ま
れ

て
も
憎
ま
れ
て
も
自
分
は
無
償
の
愛
で

も
っ
て
返
す
。
自
分
が
ま
た
恨
め
ば
泥

仕
合
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
憑
依
霊
に

関
し
て
は
、
霊
能
者
な
ど
に
浄
化
し
て

も
ら
う
。
他
者
に
対
し
て
は
愛
と
感
謝

の
心
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と

は
、
超
一
流
の
政
界
・
財
界
人
・
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
よ
く
言
う
こ
と
で
す
。

宿
命
と
い
う
の
は
定
め
ら
れ
て
、
私

は
ど
こ
ど
こ
の
家
に
生
ま
れ
て
、
そ
こ

で
修
行
す
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
変

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
運

命
と
い
う
の
は
自
分
の
努
力
で
変
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。

川
端
康
成
は「
意
味
が
な
い
運
命
な
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ど
な
い
。
今
の
運
命
は
自
分
自
身
が
創

造
し
た
も
の
で
あ
る
。
運
不
運
も
自
分

自
身
の
行
い
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
過

去
現
在
未
来
も
自
分
自
身
で
選
択
し
た

も
の
で
あ
る
。
霊
魂
は
生
死
を
繰
り
返

し
て
、
こ
の
世
の
人
生
で
何
か
を
学
び

成
長
す
る
。」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の「
何
か
を
学
ぶ
」
と
い
う
と
こ

ろ
が
重
要
で
し
て
、
何
を
学
ぶ
の
か
、

結
局
何
に
気
づ
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら

心
霊
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

魂
が
あ
り
、
来
世
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
で
気
づ
き
と
学
び
が
あ

り
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

心
霊
現
象
を
知
る
こ
と
は
目
的
で
は
な

く
手
段
で
あ
っ
て
、
心
霊
の
世
界
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
現
世
の
生
き
方
に
気

づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
局
今
の
世
の
中
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
地
位
、
名
誉
、
財
産
な
ど
す
べ

て
欲
に
か
ら
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
お

釈
迦
様
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
結
局
人

間
の
煩
悩
は
欲
で
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、

欲
を
捨
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
凡
人
は
欲
を
捨
て
ら

れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
う
い
う
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
的
と
い
う
の
は

本
当
に
そ
う
い
う
霊
魂
の
世
界
と
か
神

仏
の
世
界
が
あ
る
と
な
る
と
、
や
は
り

愛
と
か
真
心
と
か
寛
容
の
精
神
と
い
う

も
の
が
、
地
位
、
名
誉
、
財
産
な
ど
よ

り
も
、
霊
界
へ
行
く
と
も
っ
と
重
要
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

自
分
は
天
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
、
だ
か

ら
自
分
で
命
を
絶
つ
こ
と
は
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
冒
涜
で
あ
る
、

人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
自
分
を

活
か
す
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
前
か
ら
私
は
学
生
に
「
情
け
は

人
の
為
な
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
は
ど
う

い
う
意
味
か
知
っ
て
い
ま
す
か
? 

と
聞

き
ま
す
と
、
堂
々
と「
情
け
を
か
け
る

の
は
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
ん
だ
」
と

い
う
答
え
が
6
割
か
ら
7
割
返
っ
て
き

て
驚
き
ま
す
。「
情
け
を
か
け
る
の
は
自

分
の
た
め
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知

ら
な
い
の
で
、
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な

世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
人
生
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
問
題

集
」
と
い
え
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
人
生

に
お
け
る
「
四
苦
八
苦
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。「
生
老
病
死
」
の
四
苦
と「
愛
別

離
苦（
愛
す
る
人
と
も
い
つ
か
は
離
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
）」、「
怨

憎
会
苦（
嫌
い
な
人
で
も
会
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
苦
し
み
）」、「
求
不
得
苦

（
欲
し
い
も
の
が
得
ら
れ
な
い
苦
し
み
）」

「
五
蘊
盛
苦（
感
覚
・
心
身
の
乱
れ
か
ら

生
ず
る
苦
し
み
）」
の
四
苦
を
加
え
て
八

苦
と
な
り
ま
す
。

心
霊
科
学
協
会
の
あ
る
霊
能
者
が「
死

後
の
存
続
や
生
ま
れ
変
わ
り
が
事
実
な

ら
ば
、
不
幸
や
挫
折
と
い
う
も
の
は
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
今
不
幸
だ
、

今
挫
折
し
て
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か

な
い
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
運
命
で
あ
っ

て
、
そ
こ
で
何
か
を
感
じ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
た
だ
苦
し
い
、
苦
し
い
で
は

な
く
、
そ
こ
に
人
生
の
一
つ
の
宿
題
・

問
題
集
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
解
く
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
魂
が
大
き
く
な
る
。

自
分
が
蒔
い
た
種
は
蒔
い
た
通
り
の
花

が
咲
く
。
人
生
の
試
練
と
い
う
の
は
、

悲
し
み
や
苦
し
み
や
絶
望
が
大
き
い
ほ

ど
魂
は
成
長
す
る
。
よ
く
平
々
凡
々
と

人
生
を
過
ご
す
、
す
な
わ
ち
何
の
大
過

も
な
く
過
ご
せ
ば
、
一
生
安
楽
で
良
か

っ
た
、
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
こ
う
い

う
心
霊
の
世
界
で
す
と
、
そ
れ
は
あ
ま

り
魂
の
成
長
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。」
と

言
い
ま
す
ね
。
む
し
ろ
こ
う
い
う
苦
難

が
あ
っ
て
、
特
に
若
い
と
き
に
苦
労
を

経
験
し
た
人
は
、
人
に
対
す
る
情
け
と

か
思
い
や
り
が
養
わ
れ
ま
す
。
ず
っ
と

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
き
た
人
は
、「
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
輩
が
多
い
で

す
ね
。

だ
か
ら
不
幸
の
と
き
ほ
ど
、
気
づ
き

の
チ
ャ
ン
ス
だ
、
何
か
を
教
え
て
い
る

ん
だ
よ
、
と
。
病
気
の
時
で
も
そ
う
で

す
。
で
す
か
ら
私
は
、
人
の
喜
び
が
分

か
る
人
、
人
の
悲
し
み
が
分
か
る
人
、

人
の
苦
し
み
が
分
か
る
人
、
人
の
心
が

分
か
る
人
、
こ
う
い
う
よ
う
な
人
間
に

な
る
こ
と
が
理
想
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
苦
境
に
あ
ろ
う
と
も
、
苦

し
さ
の
中
で
自
ら
の
存
在
価
値
を
見
い

だ
し
た
人
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、「
自
分
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
、
社
会
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う

“
意
味
の
喪
失
”
を
感
じ
た
人
が
、
鬱
病

に
な
っ
て
自
殺
に
走
っ
た
り
し
ま
す
。

結
局
、
自
分
の
生
き
て
い
る
価
値
や

意
味
を
感
じ
る
と
き
、
自
分
が
人
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
、
人
の
お
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
る
と
き
、
つ
ま
り
人
生

に
お
い
て
自
分
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

自
覚
す
る
と
き
、
人
は
生
き
が
い
を
感

じ
る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
世
の

た
め
人
の
た
め
、
何
か
人
の
役
に
立
つ

こ
と
を
少
し
で
も
す
る
こ
と
が
生
き
が

い
に
通
じ
る
わ
け
で
す
。

生
き
が
い
は
生
存
の
充
実
感
で
あ
り
、

喜
び
、
感
動
、
希
望
に
よ
っ
て
生
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
中
で
も
感
動

は
非
常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
と
、
結
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局
霊
的
な
魂
の
進
化
と
向
上
の
た
め
に

我
々
は
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
、
と
心
霊

の
世
界
で
は
い
い
ま
す
。

ま
ず
「
無
償
の
愛
」、「
感
謝
」、「
素

直
」、「
反
省
」
の
四
つ
の
心
が
大
切
で

す
。
ま
た
自
分
の
霊
的
向
上
に
よ
り
高

級
霊
と
つ
な
が
る
と
、
直
感
的
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自
分
自
身
の

使
命
、
自
分
は
何
の
た
め
に
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
を
知
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

以
前
国
会
議
事
堂
の
近
く
の
公
園
の

中
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
い

言
葉
な
の
で
メ
モ
っ
て
き
ま
し
た
。

考
え
方
が
変
わ
れ
ば
、
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
、
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
、
性
格
が
変
わ
る

性
格
が
変
わ
れ
ば
、
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
変
わ
れ
ば
、
人
生
が
変
わ
る

要
は
ま
ず
自
分
自
身
の
考
え
方
を
変

え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

人
生
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
達
成
し
た

か
よ
り
も
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
役
に

立
っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
感
動

を
与
え
た
か
、
が
重
要
で
す
。
人
の
役

に
立
つ
の
は
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
目
の
不
自
由

な
人
が
横
断
歩
道
で
躊
躇
し
て
い
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し
て
あ
げ
る
と
か
、

電
車
の
中
で
お
年
寄
り
に
席
を
譲
っ
て

あ
げ
る
と
か
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い

う
人
へ
の
思
い
や
り
が
、
今
の
日
本
で

は
ま
だ
欠
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
沖
縄
の
あ
る
一
人
の
青
年（
匿

名
）の
半
生
を
書
い
た
本
「
目
覚
め
」
を

読
み
ま
し
た
。
自
分
で
起
業
し
景
気
が

良
か
っ
た
会
社
が
沖
縄
海
洋
博
後
に
倒

産
し
ま
し
た
。
そ
の
正
月
に
、
白
鷺
に

誘
わ
れ
る
よ
う
に
山
の
中
に
入
り
、
寒

中
な
の
に
な
ぜ
か
滝
行
を
し
た
く
な
り
、

そ
の
直
後
憑
き
物
が
落
ち
た
よ
う
に
非

常
に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

ま
る
っ
き
り
人
生
観
が
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
全
国
的
に
荒
れ
て

い
た
学
校
を
鎮
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
費
以
外
は
す
べ
て
、

仏
の
教
え
を
描
い
た
絵
本
や
花
の
種
を

購
入
し
沖
縄
や
九
州
の
多
数
の
小
中
学

校
に
配
り
ま
し
た
。
彼
の
愛
に
満
ち
た

無
私
の
行
が
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与

え
、
そ
の
後
海
外
も
巡
礼
し
、
現
代
の

求
道
者
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の“
目

覚
め
”
を
導
い
て
い
ま
す
。

第
三
百
六
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

2
0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
科
学

的
進
化

“PSIentific Evolution &
 2012

”

　
　
　
　
　
講
師

　
阿
久
津 

淳 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

阿
久
津
淳（
あ
く
つ
・
じ
ゅ
ん
）
氏

は
、
日
本
サ
イ
科
学
会　

宇
宙
生
命
研

究
分
科
会
世
話
人
、
著
書
「
未
知
現
象

学
入
門
：
ス
ピ
リ
ト
ス
フ
ィ
ア
序
説
と

し
て
」、
他
に
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
：
異
能
科
学
者
列
伝
」「
医

聖
：
異
能
医
学
者
列
伝
」
な
ど
。

人
工
地
震
、
エ
レ
ー
ニ
ン
彗
星
の
地

球
衝
突
、
第
三
次
世
界
大
戦
な
ど
を
回

避
し
、
こ
の
激
動
の
時
代
を
如
何
に
生

き
る
べ
き
か
?　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

か
ら
サ
イ
科
学
的
進
化
を
遂
げ
て
、
ホ

モ
・
コ
ス
ミ
ク
ス
に
至
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
?　

2
0
1
2
年
を
直

前
に
し
て［
2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
］

に
迫
っ
て
頂
い
た
。

2
0
1
2
年
は
「
相
転
移
の
年
」
に
な

る
!2

0
1
2
年
問
題
と
い
う
の
が
浮
上

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ヤ
の
カ
レ

ン
ダ
ー（
長
期
暦
）
が
2
0
1
2
年
12

月
21
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
、
世
界
各
国
の
知
識
人
が
そ
の
わ

け
を
考
え
始
め
た
の
で
す
ね
。「
何
故

2
0
1
2
年
12
月
21
日
で
マ
ヤ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
?
」「
世

界
あ
る
い
は
人
類
は
そ
こ
で
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
な
の
?
」「
人
類
は
滅
亡
し
て
し
ま

う
の
か
?
」
等
々
、
い
ろ
ん
な
疑
問
が

湧
い
て
き
ま
す
。

本
屋
に
行
き
ま
す
と
、
2
0
1
2
年

関
連
の
本
が
幾
つ
か
並
び
始
め
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
く
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

私
は
仲
間
と
一
緒
に
ま
さ
に
5
年
前
に

当
た
る
2
0
0
7
年
12
月
22
日
に［
第

一
回
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
を

開
い
て
み
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
不
思

議
大
好
き
人
間
た
ち
の
い
う
2
0
1
2

年
に
ま
つ
わ
る［
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
］の
意

味
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
一
体
全
体
、

こ
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
何
な
の
か
? 

と
、
日

夜
悩
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
し
ば

ら
く
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
私
な
り
に
答
え
が
で
ま
し
た
。
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解
答
は
ズ
バ
リ
「
相
転
移
」
で
し
た
。

相
転
移
と
は
大
雑
把
に
言
え
ば
、
水
か

ら
水
蒸
気
に
、
水
蒸
気
か
ら
水
に
、
水

か
ら
氷
に
変
化
す
る
、
固
体
・
液
体
・

気
体
の
相
の
転
移
の
こ
と
で
す
。
わ
か

り
や
す
く
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
3
）

1�

．
次
元
上
昇　

3
・
4
次
元
か
ら

4
・
5
次
元
へ

2
．
空
中
携
挙　

地
上
か
ら
空
中
へ

3�

．
ニ
ビ
ル
接
近　

安
定
し
た
地
球
か

ら
変
化
す
る
地
球
へ　

4�

．
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト　

地
球
発
想
か

ら
銀
河
発
想
へ

5�

．
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ　

常
態
か
ら

変
態
へ

6�

．
進
化　

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
か
ら
ホ

モ
コ
ス
ミ
ク
ス
へ

7�

．
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ン　

地
球
人
か
ら
ウ

チ
ュ
ウ
ジ
ン
へ

8�

．
地
球
温
暖
化　

環
境
破
壊
か
ら
環

境
浄
化
へ

9�

．
5
次
元　

物
質
次
元
か
ら
精
神
次

元
へ

10�

．
カ
タ
ス
ト
ロ
フ　

定
常
位
相
か
ら

相
転
移
へ

11
．
仙
人　

俗
人
か
ら
仙
人
へ

12�

．
宇
宙
政
治　

派
閥
政
治
か
ら
宇
宙

政
治
へ

13�
．
パ
ラ
ダ
イ
ム　

SCIEN
CE

か
ら

PSIence

へ

14�

．
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
観　

物
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
・
ダ
ー

ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

15�

．
チ
ャ
ク
ラ　

7
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
無
限
チ
ャ
ク
ラ
（
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク

ラ
）
へ

16�

．
脳
科
学　

ニ
ュ
ー
ロ
ン
か
ら
グ
リ

ア
細
胞
へ

17�

．
メ
ヴ
ィ
ウ
ス　

メ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
帯

か
ら
ク
ラ
イ
ン
の
壺
へ

18�

．
ア
ク
エ
リ
ア
ス　

魚
座
か
ら
水
瓶

座
へ

19�

．
食
生
活　

ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
か
ら

自
然
食
へ

20�

．
物
質
と
霊　

物
質
か
霊
か
? 

か

ら
半
霊
半
物
質
へ

21�

．
因
果　

ア
ル
パ
か
ら
オ
メ
ガ
へ
か

ら
ア
ル
パ
＝
オ
メ
ガ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

つ
ま
り
2
0
1
2
年
は［
相
転
移
］
が

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
起
き
る
の
で
は
な
い

か
⁉ 

と
い
う
こ
と
が
、［
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
を
4
回
開
催
し
て
み

て
、
感
じ
た
率
直
な
印
象
な
の
で
し
た
。

2
0
1
2
年
問
題
は
若
い
み
な
さ
ん
に

は
な
か
な
か
難
解
な
問
題
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
現
代
社
会
が
抱

え
て
い
る
数
多
く
の
矛
盾
や
政
治
経
済

的
な
も
の
か
ら
人
類
・
生
命
進
化
の
問

題
ま
で
生
物
・
社
会
・
宇
宙
領
域
に
及

ぶ
幅
広
い
問
題
だ
か
ら
で
す
。

よ
り
具
体
的
な
2
0
1
2
年
予
測
!

U
F
O
：
U
F
O
フ
リ
ー
ト
の
地
球
行

脚
も
そ
ろ
そ
ろ
終
焉
し
、
誰
に
で
も
わ

か
る
形
で
U
F
O
が
よ
り
積
極
的
に
出

現
!　

ク
ジ
ラ
の
フ
ァ
フ
ロ
ツ
キ
ー
現

象
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
な
、

地
球
外
知
性
の
関
与
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
現
象
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
。

経
済
：
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
の

経
済
破
綻
か
ら
世
界
恐
慌
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ド
イ
ツ
と
ニ
ッ
ポ
ン
だ
け
が
か

ろ
う
じ
て
生
き
延
び
る
が
、
自
給
自
足

時
代
に
突
入
す
る
。
資
本
主
義
も
共
産

主
義
も
崩
壊
!　

宇
宙
情
報
自
由
主
義

に
移
行
す
る
!

政
治
：
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
国
に
対
す
る

中
東
の
反
発
が
限
界
を
超
え
、
第
3
次

世
界
大
戦
が
始
ま
る
。

人
口
：
超
70
億
人
時
代
で
各
国
の
人
口

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
化
!

地
球
：
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
が
進
行
し
、
地

質
学
的
変
化
が
起
こ
り
、
ム
ー
や
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
の
証
拠
も
出
現
す
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
で
は
東
京
湾
直
下
型
関
東
大

震
災
と
富
士
山
噴
火
の
予
兆
が
発
生
！

人
類
進
化
：
俯
瞰
的
あ
る
い
は
鳥
瞰
的

な
5
次
元
人
間
が
ぞ
く
ぞ
く
出
現
! 

こ
れ
ま
で
は
個
人
主
義
的
な
エ
ゴ
イ
ス

ト
が
跋
扈
し
て
き
た
が
、
2
0
1
2
年

以
降
は
利
他
主
義
的
な
正
直
者
が
先
頭

に
立
つ
。

第
3
の
眼
が
開
眼
さ
れ
、チ
ャ
ク
ラ
・

ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
に
自
由
な
者
が
表
に
出

て
く
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆
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今
回
は［
2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
］

に
迫
っ
て
頂
い
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非

会
員
18
名
、
合
計
28
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

菅
原
道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る

秘
話
、
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
の

持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ
（
龍
・

竜
・
辰
）
の
字
の
不
思
議

　
　
　
　
講
師

　
塩
小
路 

光
孚 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

塩
小
路
光
孚
氏
は
菅
原
道
真
の
38

代
目
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
。
現
在
菅

家
塩
小
路
篆
刻
道
、
菅
家
塩
小
路
流
書

道
、
菅
家
塩
小
路
流
文
道
の
家
元
と
し

て
日
本
、
海
外
で
活
躍
。
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
、
日
本
徐
福
会
常
任
理
事
、

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
、
読
売
文

化
セ
ン
タ
ー
講
師
、
生
涯
教
育
連
盟
顧

問
、
三
元
会
会
長
。

著
書
「
菅
家
文
章
、
古
銅
印
、
印
の

押
し
方
」、「
気
を
呼
ぶ
字
」、「
恋
を
呼

ぶ
字
」
ほ
か
多
数
。
最
新
著
書
・
随
筆

「
東
風
吹
か
ば
―
神
聖
文
字
・
篆
刻
と

書
を
家
業
と
し
て
」。

　
　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
4
）

古
代
か
ら
篆
書
は
神
聖
文
字（
ヒ
エ

ロ
グ
リ
フ
）と
し
て
神
と
人
と
の
あ
い
だ

を
繋
ぐ
大
切
な
文
字
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
神
を
祭
り
、
お
願
い
ご
と
や
占

い
を
行
う
場
合
、
篆
書
を
用
い
る
こ
と

は
最
も
大
切
な
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
。

祭
り
や
占
い
の
家
と
し
て
も
良
く
知

ら
れ
て
い
た
塩
小
路
家
の
先
祖
「
土
師
」

氏
一
族
に
は
、
祭
り
、
祈
り
、
占
い
に

用
い
る
篆
書
や
篆
刻
の
具
体
的
な
用
例
、

用
法
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
行

事
や
儀
式
に
も
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ

て
き
た
。

平
安
の
初
期
、
こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
方
法
を
ま
と
め
整
理
し
た
の
が
、
菅

原
清
公
卿
、
菅
原
是
善
卿
、
菅
原
道
真

卿
の
三
代
の
と
き
で
あ
る
。

菅
原
清
公
卿
は
遣
唐
使
と
し
て
唐
に

渡
っ
た
。
唐
に
渡
っ
た
菅
原
清
公
卿
は

早
速
唐
の
朝
廷
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
、

儀
式
法
制
な
ど
の
収
集
を
積
極
的
に
行

っ
た
。

こ
の
中
で
特
に
重
要
視
し
た
こ
と
は

篆
書
、
篆
刻
と
、
儀
式
の
関
係
、
及
び

土
木
建
築
の
設
計
で
あ
る
。

儀
式
・
篆
書
・
呪
願
文
の
整
備
に
は

中
国
の
様
式
を
取
り
入
れ
る
必
要
の
あ

る
こ
と
を
清
公
卿
は
痛
感
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。

中
国
の
儀
式
は
、
佛
教
的
な
も
の
、

道
教
的
な
も
の
、
古
来
か
ら
の
自
然
崇

拝
、
星
占
い
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
、
非
常
に
複
雑

な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
複
雑
な
儀
式
を
、
苦
心
の
末
、

学
び
取
っ
て
、
我
が
国
へ
持
ち
帰
り
、

古
来
か
ら
の
儀
式
と
融
合
さ
せ
菅
原
家

三
代
の
努
力
に
よ
っ
て
、
我
が
国
独
自

の
も
の
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
が
「
節
」

の
儀
式
と「
篆
書
」の
基
本
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

菅
原
氏
の
始
祖
は
、
天
穂
日
命（
あ

め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
）で
あ
る
。
天
穂
日

命
は
天
穂
火
命
と
も
天
菩
此
命
と
も
書

く
。天

穂
日
命
と
は
、「
稲
穂
が
太
陽
の
光

に
よ
っ
て
美
し
く
輝
く
」
と
い
う
意
味

の
内
容
を
持
つ
。

日
本
人
の
文
化
の
基
本
は
、
稲
作
文

化
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
人
の
最
も
大

切
に
し
て
い
る
「
稲
穂
」
が
日
本
民
族
・

日
本
と
い
う
国
の
象
徴
で
も
あ
る
太
陽

に
よ
っ
て
美
し
く
輝
い
て
い
る
あ
り
さ

ま
を
そ
の
ま
ま
名
前
に
し
た
も
の
が
天

穂
日
命
な
の
で
あ
る
。

天
穂
日
命
の
一
七
世
の
孫
の
野
見
宿

禰
命（
の
み
の
す
く
ね
の
み
こ
と
）は
ふ

た
つ
の
大
き
な
仕
事
を
残
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
初
め
て
埴
輪
を
作

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
有
力
な
人

●� ●



が
亡
く
な
る
と
、
大
き
な
墓
が
作
ら
れ

た
。
そ
の
墓
に
は
多
く
の
殉
死
者
が
生

き
な
が
ら
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
。
野
見

宿
禰
命
は
、
埋
め
ら
れ
た
殉
死
者
の
縁

者
が
泣
き
悲
し
む
姿
を
見
て
、
時
の
天

皇
、
垂
仁
天
皇
に
家
伝
の「
命
の
」
火
を

用
い
て
焼
き
物
を
焼
き
、
こ
れ
を
墓
に

埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
殉
死
に
か
え
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
垂
仁

天
壇
の
皇
后
日
菓
酢
媛
命（
ひ
は
す
ひ

め
の
み
こ
と
）
が
亡
く
な
っ
た
時
、
殉

死
に
か
え
て
埴
輪
が
墓
に
埋
め
ら
れ
た
。

こ
の
功
績
に
よ
っ
て
天
皇
か
ら
土
師

臣（
は
じ
の
お
み
）
の
名
を
い
た
だ
き
、

焼
き
物
の
家
と
な
っ
た
。

同
じ
頃
、
大
和
地
方
の
当
麻
蹴
速（
た

い
ま
の
け
は
や
）
と
い
う
者
が
、
暴
れ

ま
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
天
皇
の
耳
に

聞
こ
え
、
野
見
宿
禰
命
が
召
さ
れ
た
。

野
見
宿
禰
命
は
、
こ
の
命
が
け
の
相
撲

で
勝
ち
、
奈
良
中
部
の
地
に
平
和
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
相
撲
の

始
ま
り
で
、
野
見
宿
禰
命
は
相
撲
の
祖

と
呼
ば
れ
、
後
、
神
聖
な
行
事
と
し
て

相
撲
の
行
わ
れ
た
七
月
七
日
に
相
撲
の

節
会
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
墓
は
大
事
に
保
存
さ
れ
気

が
保
た
れ
て
い
た
が
、
今
は
不
用
意
に

墓
が
開
か
れ
る
の
で
気（
そ
の
中
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
状
態
）
が
変
化
し
結
果
的
に

破
壊
さ
れ
て
い
る
。

道
真
は
そ
の
父
、
祖
父
と
同
様
詩
に

長
じ
て
い
た
。

塩
小
路
家
で
は
二
歳
か
ら
詩
を
教
え
、

字
を
書
か
せ
る
。
二
歳
で
座
る
練
習
を

す
る
こ
と
で
人
は
落
ち
着
い
た
人
に
な

っ
て
い
く
。

詩
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
月
夜
に
梅

花
を
見
る
と
い
う
詩
が
あ
る
。
こ
れ
を

ど
う
解
釈
す
る
か
。
な
ど
か
ら
学
ぶ
の

で
あ
る
。

塩
小
路
家
で
は
西
側
の
窓
は
よ
く
な

い
と
す
る
。

篆
書
で
書
い
た
文
字
を
西
側
に
貼
っ

て
お
け
ば
、
い
ろ
ん
な
悪
い
も
の
が
よ

き
に
変
わ
る
。

こ
れ
ら
は
明
治
維
新
ま
で
は
日
常
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

今
科
学
は
科
学
教
と
で
も
い
う
べ
き

状
況
で
、
一
方
的
に
科
学
に
よ
り
か
か

っ
て
お
り
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
と
り
あ

げ
な
い
が
、
実
際
に
西
に
窓
が
あ
っ
て

不
幸
な
人
は
多
い
。
関
東
で
は
窓
か
ら

富
士
山
が
見
え
る
家
の
こ
と
で
あ
る
。

愛
と
い
う
字
は
中
心
に
心
が
あ
り
、

回
り
は
足
で
ゆ
っ
く
り
と
ぐ
る
ぐ
る
回

る
。
こ
れ
は
他
人
を
お
も
い
や
る
こ
と

を
表
す
。
現
代
で
は
愛
と
い
う
字
は
一

つ
し
か
な
い
が
、
篆
書
に
は
色
ん
な
状

況
に
相
当
す
る
愛
と
い
う
字
が
あ
る
。

人
の
心
を
傷
つ
け
ぬ
よ
う
そ
っ
と
歩
く

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
券
は
売
れ
た
が
入

場
者
は
少
な
い
と
の
話
が
あ
り
、
入
り

口
に
愛
の
篆
字
を
大
き
く
飾
り
そ
れ
か

ら
入
場
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。

篆
書
の
文
字
数
は
多
い
の
で
あ
と
で

述
べ
る
よ
う
に
1
8
0
歳
位
ま
で
生
き

な
い
と
覚
え
ら
れ
な
い
。
月
の
篆
字
で

も
満
月
の
月
と
新
月
の
月
で
は
異
な
る
。

篆
書
は
完
成
さ
れ
た
字
で
あ
り
、
誰
で

も
書
く
も
の
で
は
な
い
。
面
白
お
か
し

く
書
く
も
の
で
も
な
い
。
神
と
繋
ぐ
も

の
で
あ
り
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
あ
る
。

恋
を
呼
ぶ
字
は
人
に
好
か
れ
る
。「
好

き
」
と
い
う
字
を
練
習
す
れ
ば
美
し
く

な
り
好
き
に
な
る
。

天
の
気
、
地
の
気
、
人
の
気
が
和
し

て
一
帯
に
満
ち
る
と
豊
穣
の
時
を
迎
え

る
。気

に
は
、
真
気
、
正
気
、
邪
気
の
三

種
類
が
あ
る
。

真
気
は
人
の
身
体
の
中
に
蓄
積
さ
れ

て
行
く
気
で
、
良
い
気
の
根
本
と
な
る
。

こ
の
気
が
増
え
れ
ば
健
康
に
な
り
寿
命

も
伸
び
る
。
正
気
は
良
い
気
で
あ
る
が

あ
ま
り
永
い
間
身
体
の
中
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
正
気
は
真
気

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
な
る
。
邪
気
は
ま

や
か
し
の
気
、
嘘
の
気
で
虚
風
と
も
い

い
、
人
を
傷
つ
け
る
気
で
あ
る
。

邪
気
は
い
っ
た
ん
身
体
の
中
に
入
れ

ば
体
の
中
に
深
く
し
み
込
み
、
し
か
も

自
然
に
排
出
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

厄
介
な
気
で
あ
る
。

真
気
は
邪
気
が
増
え
る
と
減
る
。
正

気
は
気
が
動
く
。

展
覧
会
に
貼
っ
て
あ
る
字
は
気
を
吸

い
込
む
。

真
の
あ
る
字
は
真
気
を
吸
い
込
み
、

邪
の
あ
る
字
は
邪
を
吸
い
込
む
。

印
鑑
の
枠
は
○
よ
り
四
角
が
よ
い
。

そ
の
枠
が
方
角
を
表
す
か
ら
で
あ
る
。

方
向
が
違
う
と
違
う
形
の
気
と
な
る
。

な
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

篆
書
は
神
と
結
ぶ
か
ら
特
別
な
力
が

あ
る
。
い
い
加
減
な
文
字
の
篆
書
は
よ

く
な
い
。

篆
書
は
よ
い
気
で
あ
る
こ
と
。
よ
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
書
く
と
よ
く
な
り
、

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
書
く
と
悪
く

な
る
。

文
字
に
つ
い
て
、
最
近
の
字
引
は
悪

● �●



い
も
の
不
吉
な
も
の
が
多
い
。
そ
れ
を

見
る
子
供
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
多
く
な

る
。十

干
、
十
二
支
に
つ
い
て
、
干
は
天
、

支
は
地
を
意
味
す
る
、
十
干
十
二
支
で

一
巡
り
す
る
と
60
年
で
あ
り
、
こ
の
60

年
を
一
元
と
い
う
。
本
来
人
間
は
上
元
、

中
元
、
下
元
の
三
つ
の
元
を
1
8
0
年

生
き
る
こ
と
で
、
充
分
な
経
験
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

「
龍
」
は
二
枚
貝
で
あ
る
。
龍
は
沢
山

い
て
そ
れ
が
力
を
持
っ
て
い
る
。
沢
山

の
も
の
が
い
る
こ
と
が
め
で
た
い
。

「
み
ず
の
え
」
は
一
定
の
も
の
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

文
字
は
気
と
形
か
ら
な
っ
て
い
る
。
水

の
中
に
沢
山
の
龍
が
い
る
図
を
現
し
て

い
る
。

文
字（
篆
字
）を
分
解
し
て
そ
の
字
の

持
つ
意
味
を
探
る
。

一
つ
の
文
字
を
沢
山
書
い
て
い
る
と

文
字
の
持
つ
意
味
が
分
っ
て
く
る
。

「
え
と
」
は
篆
書
を
辿
る
こ
と
で
意
味

が
は
っ
き
り
す
る
。

寿
の
文
字
は
1
0
0
0
字
く
ら
い
あ

る
。
長
生
の
字
で
あ
る
。

古
人
の
遊
び
は
篆
書
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
己
」
の
字
を
土
地
に
掘
り
水
を
流
す
。

こ
れ
に
気
を
集
め
て
そ
の
形
の
気
を
流

し
調
和
す
る
。

文
字
を
書
い
て
い
る
と
分
っ
て
く
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

今
回
は
篆
書
が
神
と
繋
が
る
文
字
で

あ
る
こ
と
、
現
代
我
々
が
一
つ
の
文
字

し
か
当
て
て
い
な
い
文
字
に
概
念
ご
と

に
異
な
る
文
字
が
創
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非

会
員
12
名
、
合
計
25
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2‌
2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

3�

月
17
日（
土
）
桜
井
喜
美
夫
氏
「
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
」

4�

月
21
日（
土
）
久
保
田
昌
治
氏
「
水
の

は
な
し　
―
活
性
水
・
機
能
水
と
は
、

そ
の
生
体
へ
の
作
用
、
水
の
つ
く
こ

と
ば
な
ど
―
」

5
月
19
日（
土
）上
森
三
郎
氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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＜サトルエネルギー学会主催　’12春の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

春の大会テーマ　いよいよやってきた２０１２年　これからどうなる日本！
（大会委員長　井筒 貴康）

講演・実演者　　松尾 みどり、鈴木 眞之、和 真音、佐藤 清、藤原 和晃、竹本 良
　　（敬称略）

日時：平成24年4月15日（日）　開場9:45　開演10 :15　終演18 :30

会場：（財）修養団SYDホール　JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4 -25 -2）

公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

【お申込み要領】　FAX 03-5730-6451　サトルエネルギー学会　シンポ大会係

FAX記載項目：氏名・住所・TEL・チケット枚数・合計金額

　料金：予約料金：サイ科学会員・サトル会員価格同一　￥5,000　（一般予約￥7,000）

【振込先】　お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　郵便振替振込み先：00170-1-196569　サトルエネルギー学会　（※ 3/1より受け付け開始）

　主催：お問合せ　サトルエネルギー学会　03-5730-6450　E-mail information@subtle-eng.com



HFとLF、RR間隔のパワースペクトル解析等
は指尖脈波測定器（BACS）から画像出力され
てくる。他方、鹿児島大（医）の実験解析・研
究結果等をみると、脈診と指尖脈波のカオス
解析結果との間に有意性のあることが報告さ
れている。次に、著者らの実測結果をみる。

測定は2012年1月28～29日の2日間、パイ
ロット実験を行った。場所は駒ヶ根市の大御
食神社と分杭峠（入野谷､ 瞑想室）の2個所、
被験者はKH、YO、SJ、KN、SG、TMの6名（神
社3名、入野谷3名）で行われた。詳細は論文
報告する予定なので、本稿では略述する。神
社測定は28日（土）、14:00～15 :30、晴れであ
るが微風があった。深い杉木立の下で、残雪

（約5cm）のある境内なので、気温約5℃と極
寒く、悪条件であった。瞑想室測定は29日

（日）、11:00～12:00、晴れ、室温は約7℃、終
了時には約10℃（ストーブ点火）となる。底冷
えがあり、肌寒く、好条件とは言い難い。被
験者は、初めに家庭用の血圧計で、血圧測定
2回、次ぎBACS測定1回を行う。神社では散
歩やお参りをして、約30分間滞在する。瞑想
室では瞑想をして、約30分間それぞれの場所
に滞在する。その後、血圧2回、BACS1回を
行う。今回は、紙数の都合から1名の場合につ
いて述べる。

SGの場合（入野谷､ 瞑想室）｡ 血圧をみる
と、滞在前（前と略記）は182/84、170/81で
あるが､ 30分の滞在後（後と略記）は160/77、
160/74。全体として寒さの為に高めではある
が、入野谷瞑想室の滞在によりリラックス傾
向になったといえる。左手中指の指尖脈波を
BACSで測定する。加速度脈波（表示）の特徴
として、前に比べ、後では波形パターンと波
形指数（血管の硬化と循環度指数）a、b、c、d、e、
並びに血管硬化度（SDPTGAI）が極度に乱れ
ている。SDPTGAI変化の平均値でみると、前
は微変動で平均値は（約－0.2）なのに、後では
変動が大となり（約+0.4）となっている。つま
り、滞在により血管は弾力を失い、硬化して
いる。気場の効果は陰に出たと判断できる。

自律神経調整機能をみる。心拍数は、前と
後で、平均値と変動とも、ほとんど変化して
いない。心拍変動解析（パワースペクトル密
度）から求められる変化傾向を見る。前では緊
張（LF/HF）とリラックス（HF）変化が大で不
安定であるが、後ではそれらの変化は小にな
り落ち着く。この傾向はパワースペクトル密度
表示の図にも現れている。つぎに周波数領域
の数字で見る。前に比べ、後ではHF、VLF、
TPの数値が小になっている。これはリラック
スと緊張が共に減少し、身体全体のパワーが
小になる事を意味している。

アトラクタ表示をみる。図示（6個）されたア
トラクタは、入野谷瞑想室の滞在前と後では、
明らかに変化している。気場の気（サイ）が身
体に作用して、変化を与えた（気の「証」変換
か）のであろう。変化傾向をグラフ表示でみる。
リアプノフ指数の変化は、前と後とも､ 変動は
同程度であるが平均値は前が約0.2、後では1.4
となり大きな値がえられた。エントロピー変化
は、前は変動が小であり、後は変動が大で、
平均値は前が約7.9、後は約7.4となった。エ
ントロピーの数値でみると、前が0.2、後が1.1
で、より複雑化している。つまりカオス変化が
大であり、柔軟性（生命力）が大となる事を意
味している。これらは陽である。

以上､ 陰と陽があること、内容が複雑であ
る事は、今後の気制御に関して有意義である
といえよう。他の5名の場合は、複雑ではある
が様々な陽（或場合は陽陰）の結果が得られて
いる。

以上、BACSによる指尖脈波の測定により、
人体と気場の関係を観測・判断する事ができ
た。また駒ヶ根、伊那・長谷の気場としての
効果も有望であることが推定出来、それらの
最適活用方法も設計が可能である事が判明し
た。つぎの目標は「願い事を叶える」方法をど
の様に計画・設定するかであるが、これにつ
いては別に述べる予定にしている。お世話に
なり、ご指導戴いた長野県会議員佐々木祥二
先生に御礼申し上げます。
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の量を受光ダイオードで計測して（毛細血管内
の血流を受光して）血流変化を記録している。
つまり、血流内のヘモグロビンが近赤外線を
吸収するために、透過する光の量が血液の増
減に従って増減する性質を用いている。脈診
の代わりに光電式センサーを用いる事により、
生体内を流れる気血（気、サイ）の状況が推定
出来るとされている。

他方、パワースポットと呼ばれる気場（聖地、
気の集積地）には、気（サイ）などのエネルギー
が潜在しており、このエネルギーが気場を訪
れる人達に作用して、気（サイ）を流動させる
事により、結果として「願い事」を叶えさせた
り、癒しを与えたり、元気づけている。例えば、
長野県の伊那市長谷の分杭峠には、狭い山道
や斜面に大勢の人達が押しかけている（一日
に、300～1200名）。多数の人達（約70%）には
効果が無く、僅かな人達のみに効果があり、

「願い事」が叶えられる様子である。推定する
と、或条件を満たした場合にのみ、パワース
ポット（気場）の気（サイ）と体内の気（サイ）が
作用しあって、体調を整え、「願いが叶う」と
いう効果が得られる様子である。本稿では、
第一段階として、効果が得られるか得られな
いかを判断する前提として、パワースポット

（気場）に参加（滞在）する事により、体内の気
（サイ）がどの様に変化するかについて、検討
する。

2）指尖脈波測定器による測定
パワースポット（聖地）が生体に与える影響

を知る為に、気場に入る直前に指尖脈波を測
定し、気場に30分以上滞在して呼吸法、瞑想、
気功、祈り、真言、CDを聞く等を行い、気場
から帰る時に、また、指尖脈波を測定する。
気場に参入（滞在、訓練）する事による効果と
しては、「陽」の面と「陰」の面の両方が期待出
来る。風にゆれる木の葉、空気の動きなど、
自然界の多くの物は揺れている。シューマン・
レゾナンス（7-8Hz）と言われるように、地球
自体も揺らいでいる。揺らぎとカオスは、身近
なところで数多く見られる普遍的な現象であ

る。他方、カオスは混沌とも言う。一見、ラン
ダムに揺らいでいるように見える場合でも、実
は、簡単な数式が基礎にあり、カオスが成立
する条件に従って、カオス・アトラクタとして、
揺らいだ状態で、存在している場合が多い。

測定にはBACSアドバンス（Bio-Activity 
Check System advance Version, CCI社製）を
使用した。指尖脈波の時系列変化を得る為に
連続測定し（波形の画像出力表示あり）、カオ
ス解析を行い（アトラクタの画像表示あり）、カ
オス指数としてのリアプノフ指数λ（揺らぎ指
数、複雑度合い）、エントロピー（自己組織化
の度合い指数）等を算出する（変化表示あり）。
脈波を2回微分して加速度脈波を求め（画像表
示、SDPTGAI変化表示あり）、その波形につ
いての波形指数（血管の硬化と循環度指数）a、
b、c、d、eとパターンを算出して表示する。測
定された脈波の山峰の位置（R）を読み取る事
から、間隔RRとそれぞれの振幅が求められ、
RR間隔から心拍数（変化表示あり）が求められ
る。さらにRRのパワースペクトル解析（振幅
の2乗と周波数の関係、グラフ表示あり）を用
いる事により、自律神経活動を記述する指数
HFとLFが求められ、HFと（LF/HF）の時間
変化が表示される。　

3）パワースポットの測定結果
一例を解説する。揺らいでいる現象がカオ

スかどうかを決める方法の一つにリアプノフ指
数λの計算がある。求められたλが正（0より
大）で、大きい程、カオス性は大であり（アト
ラクタはどんどん拡大する）、生命力が大であ
る事を意味している。この時、自律神経調節
能力は増加し、全体的な活動状態TP（表示あ
り）は増加する事になる。画像表示されている
カオス・アトラクタを見る。アトラクタのサイ
ズが大である程、血管が拡張し、脈波の振幅
が大になり、リラックスする事を意味してい
る。エントロピー値はカオスの軌跡の複雑さを
示すもので、大になるほど、より複雑になる事
を意味している。なお、リアプノフ指数λ、エ
ントロピー、加速度脈波指数、自律神経指数

●� ●



東洋の伝統医学（漢方）では、身体内の「気、
血、水」の巡りを「気血の循環」と呼び、これ
が心身の健康の基であり「やる気」や「元気」の
源泉になっていると称している。また「本当の
意味での健康」は、体の内外からどんな刺激

（例、急激なインパクト）が与えられたとして
も、滑らかで速やかに対処できる能力や機能
を持つことにある、と主張している。本報は、
パワースポット（気場）を訪ねること、ならび
に滞在（参入）する事によって、気血水の循環
や心身の健康にどの様な変化が与えられたか
について、指尖脈波のカオス解析法を用いて
検討することにした。

1）研究の意義と目的
伝統医学は、両手の手首の寸口と呼ばれる

動脈の拍動部変化（血流の変動）を、3本の指
の触感覚（尺、聞、寸）に分けてキャッチし、
この非線形的で主観的な情報を「脈診」と言
い、生体内の気（サイ）の流れの状態を判断・
解釈している。日本では、中世から江戸時代
までは、四診（望、聞、問、切）を用いて診断
や治療が行われてきた。例えば、切診とは医
師の手を直接患者に触れて診察するもので、
脈の状態から診断する脈診と、腹の状態から
判断する腹診がある。本稿は、生体エネルギー
を問題にしているので、脈診に限定して検討
する。

明治時代になると、現代科学としての西洋
医の手法が導入されて、様々に進歩して、現
代医療の主流になっている。西洋医の特徴は、
主として患部の修復と回復を問題にする点に
あるが、手法は局所対症的であり、近代科学
としての因果律や再現性を基礎においている。
これに対して漢方医は、定性的・総括的なら
びに感覚的、暗黙知の面が強く、生命エネル
ギーのバランスと気血の滞りの消去を治療目
的にしている。つまり気血のバランスと滞りが
病気の原因である考えている。

脈診は、患者の両手首の3ヶ所ずつを中指、
示指、薬指の3本の指で、1ヶ所の脈を3段階
に分けて、左右の合計18種類の脈情報から病
気の現状を診断するものである。両手の尺、
聞、寸の3つの部分の脈位を陰陽、12経の変
動、虚実等から判定する診断法であり、これ
により、治療方法を決定し、経穴からの気（サ
イ）の補、しゃ（補給する、排除する）を行って
いる（例、Wikipedia等参照）。

複雑系科学のカオス解析法を漢方の脈診
（診断法）に適用して、脈診結果の計数化と定
量化を求める試みが鹿児島大学（医）の「重要
課題解決型推進」研究で実施された（文献参
照）。手首の代わりに、指尖部分の末梢血液の
循環状況を対象にし、3本指の代わりに、発光
ダイオードが発する近赤外線を人差し指の爪
の部分（指尖部）にあて、指を貫通してくる光

指尖脈波（カオス解析）法によるパワースポットの計測指尖脈波（カオス解析）法によるパワースポットの計測
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